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2020 年 10月 21日 

 

PPrreessss  RReelleeaassee  
 
各              位                                                                           

 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 国 際 投 信 株 式 会 社 

東京都千代田区有楽町一丁目 12 番 1 号 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 404 号  

加入協会 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会  

 

『モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジあり） 

予想分配金提示型/（為替ヘッジなし）予想分配金提示型』および 

『ビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし） 

2020-11（限定追加型）』の設定について 
 

この度、三菱ＵＦＪ国際投信株式会社（取締役社長 松田
ま つ だ

 通
とおる

）は『モルガン・スタンレー 

グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジあり）予想分配金提示型/（為替ヘッジなし）

予想分配金提示型』を 2020 年 10 月 21 日（水）に設定し、『ビルドアップ型 ＭＳグローバル・

プレミアム株式（為替ヘッジなし）2020-11（限定追加型）』を 2020 年 11 月 20 日（金）に設定、

それぞれ運用を開始いたしますので、ファンドの特色等についてお知らせいたします。 

 

『モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジあり）予想分配金

提示型/（為替ヘッジなし）予想分配金提示型』は、毎月の決算日の前営業日の基準価額に

応じた分配をめざします。 

『ビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし）2020-11（限定追加

型）』は、株式部分（モルガン・スタンレー グローバル･プレミアム株式オープン マザーファン

ド）へは、設定日から 2022 年 6 月までドルコスト平均法の投資効果を得ることを目指した時

間分散投資を行い、その後は高位に組入れることを基本とします。 

 

なお、両ファンドは 2012 年から運用実績のある「モルガン・スタンレー グローバル･プレミ

アム株式オープン マザーファンド」を投資対象とします。本マザーファンドは、世界各国の高

いブランド力、有力な特許、強固な販売網など、競争優位の無形資産を裏付けに、持続的に

フリー・キャッシュ・フローを増大させることが期待される企業に投資を行い、中長期的な値

上がり益の獲得を目指します。 

 
■委託会社（ファンドの運用の指図等）  三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 

 ■受託会社（ファンドの財産の保管・管理等） 株式会社りそな銀行 

（再信託：株式会社日本カストディ銀行） 

■販売会社（購入・換金の取扱い等）  三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ先＞ 

三菱ＵＦＪ国際投信 経営企画部 

電話 （03）5221-5684 
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『モルガン・スタンレー グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジあり） 

予想分配金提示型/（為替ヘッジなし）予想分配金提示型』 

 

 
 

 
 
 
 



3 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 
 

 

 

 

 

 

 



6 
 

 

 

 
 

基準価額の変動要因：基準価額は、株式市場の相場変動による組入株式の価格変動や為替相場の変動等により上下しま
す。また、組入有価証券等の発行者等の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の影響を受けます。これら
の運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本
が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。投資信託は預貯
金と異なります。主な変動要因は、株価変動リスク、為替変動リスクです。 
上記は主なリスクであり、これらに限定されるものではありません。くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧くだ
さい。 
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『ビルドアップ型 ＭＳグローバル・プレミアム株式（為替ヘッジなし） 

2020-11（限定追加型）』 
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基準価額の変動要因：基準価額は、株式市場の相場変動による組入株式の価格変動や金利変動による組入公社債の価
格変動、為替相場の変動等により上下します。また、組入有価証券等の発行者等の経営・財務状況の変化およびそれらに
関する外部評価の影響を受けます。これらの運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。
したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、投資元本を
割り込むことがあります。投資信託は預貯金と異なります。主な変動要因は、価格変動リスク、為替変動リスクです。 
上記は主なリスクであり、これらに限定されるものではありません。くわしくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧くだ
さい。 
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■当資料は、プレスリリースとして三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。当資料は投資

勧誘を目的とするものではありません。投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を

必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。■当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料は信

頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。■投資信託は、預金等や保険

契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、

投資者保護基金の補償の対象ではありません。■投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。 

 

 

以上 
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